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反映を踏まえ 

て記述のこと 

 

 

1.励磁突入電流の波形だけから変圧器の機器定数を推定する方法の研究 

三相変圧器を電力系統に投入する時に生じる励磁突入電流により、過電流や瞬時電圧低

下，高調波などによる電力品質への影響が生じている。これらの影響を予測するため、励

磁突入電流の瞬時値を解析できるよう、定格値だけがわかっている変圧器で得られた励磁

突入電流の波形だけから、変圧器の機器定数を推定する方法の獲得が、変圧器設備の系統

連系に携わる系統や設備の運用者から要請されている。 

本研究では、三相変圧器で得られた励磁突入電流波形だけ 

から、機器定数ならびに投入条件の値（電圧位相，残留磁束） 

を推定する方法について検討した。本方法では、励磁突入 

電流の計算モデルとして、(1)式に示すA. Ralstonによる 

最適ルンゲクッタ法と図1に示すφ－L（磁束－インダクタ 

ンス）特性に簡単化した磁気飽和特性を用いた計算方法 

（表計算最適ルンゲクッタ法）を用いた。そうして、 

この計算方法と遺伝的アルゴリズム(GA)を組み合わせ、 

測定した励磁突入電流波形だけから機器定数ならびに 

投入条件の値を推定する方法とした。            図1 変圧器のφ-L 特性 
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ここで、 

 

 

 

 

 

 

 

本研究で得た推定方法を67500V, 50Hz 

の容量8000kVAの変圧器に適用し、機器 

定数，投入条件の値を推定した。得られ 

た結果を用いてEMTPで解析を行った。 

結果を図2に示す。図3に示す測定結果と 

の比較からは、電流の波形ならびに波高 

値ともにほぼ同等の結果が得られ、今回 

開発した推定方法を用いることで、変圧 

器に関する詳細情報が得られなくても、 

投入時の系統状況の把握や対策検討を行 

うことが可能となり、地域の電力系統の 

電力品質維持に適用できることがわかった。 

 

2.家電機器に対する電圧・電流の瞬時値 

波形の測定・分析 

 省エネルギーを指向し、電力変換装置 

を用いた家電機器では、半導体回路の 

特性により、高調波電流を生じる。 

この発生状況を把握するため、パソコン 

など複数の家電機器を同時に使用した時 

の電圧・電流の瞬時値波形の測定を行い、 

40次までの高調波成分の分析を実施した。 

この結果をJIS規格に掲載されている 

高調波電流限度値の計算方法を基準と 

した規格化を行ってプロファイルを構成 

し、平均的な解析モデルを構成する見通し 

を得た。 
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(成果資料等があれば添付すること。) 

図3 励磁突入電流の測定結果 

図2 EMTPによる励磁突入電流の 

解析結果 
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